
タイムスケジュール

BRIDGE

構築事業

芦別高校の生徒達に、取組んでいる探

究活動を発表してもらった後、トーク

セッションに移りました。

BRIDGE構築事業とは
変化が激しく先の見通しが立ちにくい「VUCA（ブーカ）」時代に対応し、持続可能な社会を創造

する子ども達を社会全体で育むため、令和７年度から実施している事業です。

BRIDGE構築事業では、生徒・教員・地域に向け、４つのプロジェクトに取り組んでおり、総合的

な探究の時間合同説明会は、「『実社会・実生活と結び付いた課題設定』支援プロジェクト」とし

て実施しています。合同説明会の目的は、地域の方に探究活動の理解を深めていただき、生徒の探究

活動の支援の輪を拡充させることです。

学校の取組紹介

総合的な探究の時間

応援団リストの説明
受付 行政説明 学校の取組紹介

（トークセッション）

閉会式

探究活動実践例

芦別高校は、「地域調査班」と「高校生カフェ班」の二班体制で探究活動に取り
組んでいます。地域活性化を目的とする高校生カフェ班は、道の駅「スタープラザ
芦別」で生徒が考案したメニューを期間限定で提供しています。一方、地域調査班
は、道内有数のさくらんぼの産地である芦別市のフードロス問題に焦点を当てて活
動をしています。
今年度の取組として、廃棄するさくらんぼを有効活用したスコーンの試作に挑戦

し、試行錯誤を重ねました。また、芦別高校の探究活動は、OB・OGを中心に結成
された「芦別創生塾」による手厚いサポートを受けており、毎週のように授業に参
加し、生徒の探究活動を伴走支援していただいています。

芦別地域のフードロスについて（地域調査班）

トークセッション

芦別高校の生徒による探究活動の発表後、トークセッションでは、高校生が取り
組む探究活動についてさらに掘り下げて議論しました。
生徒からは、「探究活動を通じて自分たちの住む地域の魅力を再発見できた」、

「地域の企業から実践的な支援を受けることで、個々の企業がもつ理念やこだわりに
ついて深く理解できた」など、学びの成果について話がありました。
教員からは、「芦別創生塾」をはじめとする芦別市の地域の方々が活動を応援して

くれていることこそが、芦別高校の探究活動の最大の魅力であり強みであるという説
明がありました。

質疑応答

質疑応答では、既に支援していただいている企業から、来年度の伴走支援を検討
していただいている企業まで、様々な業種の方々から建設的なコメントや質問をい
ただきました。例えば、「学校は企業にどのような支援を求めているのか」という
質問に対し、校長先生は「企業が日常的に抱える疑問を率直に投げかけていただ
き、それを学校と企業が一緒に考える『協働の場』として機能させたい」と回答し
ました。また、「当社からは廃棄予定の木材の提供が可能であること」や「生徒の
内発的動機を引き出すために地域として何ができるか」など、お互いの目線を合わ
せるための未来志向の議論が展開されました。
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